
学力向上フロンティア事業中間報告書

都道府県名 福 島 県

Ⅰ 学校の概要
学 校 名 白 河 市 立 白 河 第 三 小 学 校
学 年 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 計 教員数養 護 学 級
学 級 数 ４ ４ ３ ３ ３ ３ ２ ２２
児 童 数 １１４ １１３ ９４ ９３ １０６ １０２ ９ ６３１ ２８

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

自ら学び、自ら考える力を育む、算数科の指導

２．研究内容と方法
実施学年・教科（１）

・ 実施学年 全学年
・ 教 科 算数科

市の学力向上重点教科であるとともに、児童の個人差が大きいため

年次ごとの計画（２）

○ テーマ
自ら学び、自ら考える力を育む、算数科の指導

～学ぶ楽しさや充実感を味わうことができる学習指導を通して～

○ 研究の見通し（仮説）
平 個のよさを的確に把握するとともに、基礎・基本を確実に身に付け、

発展的に考える力を育てる指導方法や指導体制を工夫すれば、学ぶ楽し
さや充実感を味わうことができ、自ら学び、自ら考える力が育まれるで

成 あろう。

○ 研究の内容・方法
・ 個の把握と基礎的・基本的内容の明確化15
ア 児童一人一人の興味・関心、学習スタイル、達成度等の把握
イ 基礎・基本の洗い出しと指導内容の精選・重点化

年 ・ 補充的な学習や発展的な学習など個に応じた指導のための教材の開
発
ア 補充的な学習や発展的な学習の教材開発

度 イ 子どもの問いを引き出し、学ぶ楽しさや充実感を伴う教材開発
・ 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善
ア 個の学びに寄り添った少人数指導、Ｔ・Ｔ指導
イ 「分かる」喜びや充実感を伴う繰り返し指導や多面的な指導等の
学習指導の工夫

ウ 発展的な見方を育み 「考える」楽しさを味わわせる学習展開の、
工夫と支援のあり方



○ テーマ
自ら学び、自ら考える力を育む、算数科の指導

～学び合いの中で、学ぶ楽しさや充実感を味わうことができる
学習指導を通して～

○ 研究の見通し（仮説）
平 互いの考え方や学び方のよさを認め合いながら、基礎・基本を確実に

、 、身に付け 発展的に考える力を育てる指導方法や指導体制を工夫すれば
学ぶ楽しさや数学的な見方・考え方のよさを味わうことができ、自ら学

成 び、自ら考える力が育まれるであろう。

○ 研究の内容・方法
・ 個の把握と基礎的・基本的内容の明確化16
ア 児童一人一人の興味・関心、学習スタイル、達成度等の把握
イ 基礎・基本の洗い出しと指導内容の精選・重点化

年 ・ 補充的な学習や発展的な学習など個に応じた指導のための教材の開
発
ア 補充的な学習や発展的な学習の教材開発

度 イ 子どもの問いや多様な考え方を引き出す教材開発
・ 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善
ア 個の学びに寄り添った少人数指導、Ｔ・Ｔ指導
イ 「分かる」喜びや充実感を伴う繰り返し指導や多面的な指導等の
学習指導の工夫

ウ 発展的な見方を育み 「考える」楽しさを味わわせる学習展開の、
工夫と支援のあり方

エ 互いの考え方や学び方のよさを認め合う場の工夫

研究推進体制（３）

校 長

教 頭

研修委員会

研修全体会

授 業 研 究 部 調 査 資 料 部

低学年ブロック 中学年ブロック 高学年ブロック

学年研究部 学年研究部 学年研究部

○ 研修委員会
・ 学校課題研究に関する計画立案、校内研修の推進
・ 教科研究、学年研究の研修計画の調整
・ 学校課題研究のまとめと評価、次年度の研修計画立案



○ 研修全体会
・ 学校課題研究の審議、検討、及び共通理解
・ 学校課題研究に関する研修

○ 授業研究部
・ 授業案の形式検討、授業研究の運営

○ 調査資料部
・ 資料収集、児童の実態把握、アンケート等の実施

○ 学年研究部
・ 学年研究計画の立案及び研究の推進
・ 教科の教材研究及び分析
・ 学級・学年児童の実態把握

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

○ 意識調査の結果から（平成１５年度の意識調査の抜粋）
＜平成１５年１２月実施＞

【表１】 設問１～算数の学習は楽しいですか？ （％）
①楽しい ② ③ ④楽しくないどちらかというと楽しい どちらかというと楽しくない

１年 ７０．２ ２２．８ ２．６ ４．４
２年 ５６．６ ２９．２ ６．６ ７．６
３年 ５１．０ ２８．１ １２．５ ８．４
４年 ５０．０ ４４．６ １．０ ４．４
５年 ３１．４ ４０．１ ２１．６ ６．９
６年 ３２．３ ５５．２ １１．５ １．０
全体 ４８．６ ３６．７ ９．３ ５．４
【表２】 設問６～自分の力で、問題を解くことは得意ですか？

①得意 ② ③ ④苦手どちらかというと得意 どちらかというと苦手
５年 １４．７ ４７．１ ３４．３ ３．９
６年 １５．６ ４６．９ ３５．４ ２．１
表３ 設問７～みんなで考えを出しあって 問題を解くことは好きですか？【 】 、

①好き ② ③ ④きらいどちらかというと好き どちらかというときらい
５年 ３５．３ ３８．２ ２４．５ ２．０
６年 ４２．７ ４４．８ １０．４ ２．１
【表４】 設問 ～ ・ になって前より算数が分かるようになりましたか？12 T T

分かるようになった どちらかというと分かる あまり前と変わらない 前とまったく変わらない① ② ③ ④
３年 ６３．５ １１．５ ２０．８ ４．２
４年 ５０．０ ３０．４ １７．４ ２．２
【表５】 設問 ～少人数の学習をやってみてどう思いましたか？13

クラスでやった方がいい 少人数でやった方がいい① ②
５年 ２６．５ ７３．５
６年 ２２．９ ７７．１

【表６】 設問 ～ ・ と少人数とではどちらが学習しやすいですか？14 T T
クラスでの ・ クラスをばらして少人数① ②T T

５年 ４０．２ ５９．８
６年 ２６．０ ７４．０
・ 表１からわかるように 「算数科の学習は楽しい」と答えている子ども、
が、全体の４８．６％ 「どちらかというと楽しい」を含めると、８５．。
３％という結果になっている。昨年度（研究校の指定を受ける前）の意識



調査と比較してみても 「算数科の学習は楽しい」と答えている子どもの、
割合が、３９．４％から４８．６％に上がっており、学ぶ楽しさを味わい
ながら学習を進めている子どもが増えていることがわかる。

・ ＴＴ指導と少人数指導を取り入れている高学年においては 「算数科の、
学習は楽しくない 「どちらかというと楽しくない」と答えている子ども」
の割合が、５学年の場合は２８．５％、６学年の場合は１２．６％という
結果になっている。この差を意識調査の面から考えると、次のようなこと
とが分かる。
５学年、６学年とも「問題を解くことは得意」という設問に対しては、

ほとんど同じような結果（表２）を示しているが、５学年の場合 「みん、
なで考えを出し合って問題を解く」ことを好まない子どもの割合が多い。
（表３）また、５学年は「算数の学習が楽しくない」理由として「考える
ことが苦手」と答えた子どもが６学年の４人に対して１５人と多い。この
ことから、高学年を例にとって考えると。ＴＴ指導と少人数指導などの指
導体制だけでなく、友達と学び合うよさや考える楽しさを十分に味わわせ
ていくことが大切であると考えられる。

・ ＴＴや少人数指導については、中学年において「 ・ になって前より算T T
数が分かるようになりましたか」という問いに対して 「分かるようにな、
った 「どちらかというと分かるようになった」と答えた割合が、７７．」
８％ （表４）高学年において「クラスごとの学習より、少人数指導の方。
がよい」と答えた子どもの割合が７５．３％（表５）となっている。その
理由としては「自分のペースで学習できる 「先生にたくさんかかわって」
もらえる」ということをあげる子どもが多い。反面、少人数指導より学級
ごとの学習を望んでいる子どもの意見としては「安心して学習できる 「発」
言しやすい 「担任の先生の方が分かりやすい」などが挙げられる。また、」
高学年において、ＴＴ指導と少人数指導を比べさせたところ、ＴＴ指導の
割合が多かった５学年では、クラスでのＴＴ指導を望む子どもが４０．２
％ 学級を分解しての少人数指導を望む子どもが５９ ２％という結果 表。 ． （
６）になっている。これらのことから、ほとんどの子どもがきめ細かな指
導を望んでいるということが分かる。また、６割ほどの子どもが学級を分
解することにさほど抵抗を感じていないようだが、学級の中で学習をする
ことを望む子どもの意見も無視することはできないものであることが分か
った。

○ 個の把握と基礎的・基本的内容の明確化の視点から
・ 単元計画を作成することにより、基礎・基本の洗い出しと指導内容の重
点化を図ることができた。

・ 少人数指導の際には、レディネステストや教師の見取り、さらにガイダ
ンスに基づく子どもの希望等から、個の把握に努めた。そのため、柔軟な
クラス編成を行うことができ、子どもの実態に応じた指導を効果的に行う
ことができた。

○ 補充的な学習や発展的な学習の教材開発の視点から
・ 発展的な学習や補充的な学習を取り入れた単元計画作成に取り組み、発
展的な学習や補充的な学習の教材開発に努めた。その結果、単元で育てた
い考え方や身に付けさせたい技能は何かを意識して授業を展開することが
できた。

○ 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善の視点から
・ 少人数指導を行うことにより、一単位時間の中で、個別指導にかける時



間や一人一人の考え方や見方を賞賛できる場が増えた。また、習熟度別に
よるクラス編成を行ったことで、定着度に応じた指導が可能になり、子ど
もの学ぶペースに合わせながら効率的にきめ細かな指導を行うことができ
た。そのため、子どもたちの学ぶ意欲の向上や学習内容の定着に結びつく
場面が見られた。

・ 少人数指導やＴＴ指導を取り入れたことで、教師間で指導や教材に係わ
る情報交換の場が量的・質的にも増え、教師の授業力や単元構想力の向上
に結びついた。

２．今後の課題

○ 子どもたちが自ら学び、学ぶ楽しさを実感するために、子どもの問いを引き
出すような教材開発に努めていきたい。

○ 発展的な見方や考え方を育むために、子どもの多様な考え方を引き出すよう
な展開や発問の工夫をさらに考えていきたい。

○ 少人数指導やＴＴ指導については、学ぶ楽しさ、基礎・基本の定着の両面か
ら、実施方法をさらに検討していく必要がある。また、習熟度別の場合は、子
どもの内面的な部分まで十分に配慮しながら考えていかなければならない。

○ 少人数指導やＴＴ指導を行うためには、学年研究を充実させ、打ち合せを計
画的に行うようにしていく必要がある。

○ 習熟度別少人数指導の評価の在り方を明らかにしていきたい
○ 学び合うよさを生かして、学ぶ楽しさや考える楽しさを味わうことができる
学習展開の在り方について考えていきたい。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取り組み

・教研式学力テストの実施（２月）
・アンケート調査
・計算コンクール（学期末）

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

方 法 実施（予定）日 形 態 場所 対 象

平成１５年 ６月２５日（水） 本校教員、他校教員、指導主事オープン授業研究会 本校
平成１５年 ９月２９日（月） 本校教員、他校教員、指導主事オープン授業研究会 本校
平成１５年１０月３０日（火） 本校教員、他校教員講演会 本校
平成１５年１１月１１日（木） 本校教員、他校教員、指導主事研 究 会 オープン授業研究会 本校
平成１６年６月中旬 本校教員、他校教員、指導主事オープン授業研究会 本校
平成１６年９月上旬 本校教員、他校教員、指導主事オープン授業研究会 本校
平成１６年１１月 ９日（火） 他校教員、保護者研究発表会 本校

本校・白河一小・関辺小・中央中協 議 会 年間６回程度 四校合同会議 各校

Ｃ Ｄ － Ｒ の 単元計画と研究のまとめの 同地区内小学校平成１５年 ３月中旬
配布 ＣＤ－Ｒ配付



◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 □１４年度からの継続校ﾚ

【学校規模】 □６学級以下 □７～１２学級
□１３～１８学級 □１９～２４学級ﾚ

□２５学級以上

【指導体制】 □少人数指導 □Ｔ．Ｔによる指導ﾚ ﾚ

□一部教科担任制 □その他

【研究教科】 □国語 □社会 □算数 □理科ﾚ

□生活 □音楽 □図画工作 □家庭
□体育 □その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 □有 □無ﾚ
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